
　

１
月
８
日
の
会
議
で
は
、

具
体
的
に
県
民
生
活
や
県

財
政
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
説
明
で
き
て
い
な
い
こ

と
や
、
引
き
続
き
県
議
会
や
県
民

の
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
広
域
連
合
へ
の

参
加
、
不
参
加
の
意
思
表
示
を
行

う
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
、
広
域
観
光
、
環

境
政
策
な
ど
、
広
域
連
合
長
が
一

元
的
か
つ
迅
速
に
決
定
、
執
行
が

で
き
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ

と
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
県
民

の
命
を
守
り
、
未
来
へ
の
安
心
を

埋
め
込
む
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
事
業

　

今
回
、
県
幹
部
職
員
が
逮

捕
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
職
員
は
、
滋
賀
統

合
物
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

事
業
に
お
い
て
、
県
庁
内
で
中
心

的
な
役
割
を
し
て
い
た
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
は
、
県
北
部
地

域
や
県
に
と
っ
て
、
そ
の
実
現
が

望
ま
れ
る
事
業
で
あ
り
、
今
日

ま
で
努
力
し
て
き
た
米
原
市
に

と
っ
て
も
、
何
と
し
て
も
成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で

す
。

　

県
と
し
て
是
非
と
も
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
県
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー

計
画
は
、
地
元
米
原
市
の
活

性
化
と
地
域
振
興
を
図
る
上
で
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
の

た
め
、
当
事
業
が
着
実
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
企
業
誘
致
の
観
点
か

ら
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
早
期
着
工
や
ア

ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
ま
た
、
関
係
者
等
へ
の
要
望

な
ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策

　

滋
賀
労
働
局
が
発
表
し

た
、
こ
の
春
に
卒
業
す
る
高

校
生
の
11
月
末
の
就
職
内
定
率
は

72
％
で
、
前
年
よ
り
12
・
9
ポ
イ

ン
ト
低
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

学
校
を
卒
業
す
る
若
者
の
中

に
、
就
職
し
た
く
て
も
で
き
な
い

者
が
出
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り

で
す
が
、
若
者
や
未
就
職
卒
業
者

へ
の
雇
用
対
策
に
、
知
事
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

滋
賀
の
未
来
を
担
う
若

者
に
対
す
る
就
職
支
援
に

は
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

新
た
に
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
就
業
経
験
が
少
な
い
若
年
求

職
者
等
を
雇
用
し
、
県
内
中
小
企

業
の
将
来
を
担
う
中
核
人
材
と
し

て
育
成
す
る
た
め
の
滋
賀
の
「
三

方
よ
し
」
人
づ
く
り
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
を
通
し
て
、
若
年

求
職
者
等
、
県
内
中
小
企
業
、
そ

し
て
地
域
経
済
と
い
う
「
三
方
よ

し
」の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
春
、
高
校
や
大
学
を
卒
業

す
る
す
べ
て
の
若
者
が
、
夢
や
希

望
の
実
現
へ
の
第
一
歩
と
な
る
就

職
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
後
と

も
雇
用
対
策
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
政
策

　

集
落
ぐ
る
み
産
地
育
成

対
策
に
つ
い
て
、
こ
の
補
助

金
は
、
い
わ
ゆ
る
「
と
も
補
償
」

と
し
て
、
集
落
の
調
整
機
能
を
生

か
し
た
米
の
生
産
調
整
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
本
県
独
自
の
制
度

と
し
て
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
国
の
農
政
転
換
に
よ
っ
て

使
命
を
終
え
た
と
し
て
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

米
の
過
剰
基
調
は
、
今
後
も
続

く
と
思
わ
れ
、
新
制
度
の
も
と
で

も
、
米
価
安
定
の
た
め
の
生
産
調

整
の
必
要
性
は
国
も
認
め
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
こ
の

時
期
に
「
と
も
補
償
」
を
廃
止
す

る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
あ
る
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
は
、

米
の
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生

産
を
行
う
農
家
に
所
得
補
償
を
行

う
こ
と
で
米
の
需
給
調
整
が
図
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
水
田
利
活
用

自
給
力
向
上
事
業
は
、
米
の
生
産

数
量
目
標
の
達
成
状
況
に
か
か
わ

ら
ず
、
麦
や
大
豆
等
に
交
付
金
が

措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

麦
や
大
豆
等
の
転
作
作
物
の
栽

培
面
積
に
応
じ
て
措
置
し
て
き
た

「
と
も
補
償
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
所
得
差
を
補
て
ん
す

る
役
割
を
終
え
た
と
判
断
し
、
新

制
度
と
の
整
合
を
図
る
上
か
ら
も

今
年
度
限
り
と
し
ま
し
た
。

ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題

　

県
は
、
１
月
23
日
、
環
境

省
立
ち
会
い
の
も
と
、
周
辺

７
自
治
会
代
表
と
の
話
し
合
い
の

場
を
持
ち
ま
し
た
。
環
境
省
の
助

言
で
は
、「
現
行
の
産
廃
特
措
法

の
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
県
と
し

て
周
辺
自
治
会
と
十
分
に
調
整
し

て
決
定
さ
れ
た
対
策
工
法
に
よ
り

実
施
計
画
を
策
定
し
、
産
廃
特
措

法
に
基
づ
く
支
障
除
去
等
事
業
に

係
る
期
間
を
明
確
に
す
る
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
政
府
み
ず
か
ら

が
、
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
周
辺

自
治
会
の
理
解
を
得
て
実
施
計
画

を
策
定
す
べ
き
こ
と
を
県
に
助
言

し
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

実
施
計
画
策
定
に
向
け
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま

す
。　

今
後
、
周
辺
自
治
会
の
同

意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
の
有
害
物
調
査
を

行
っ
た
上
で
、
有
害
物
調
査
検
討

委
員
会
や
周
辺
自
治
会
の
意
見
を

聞
き
、
最
終
の
対
策
工
法
を
決
定

し
、
実
施
計
画
書
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施

計
画
書
が
策
定
で
き
る
よ
う
、
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水稲の収穫作業（大津市）

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒 520-8577　大津市京町４−１−１　滋賀県議会事務局　議事調査課政務調査室　TEL 077-528-4094　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

  この広報紙は 503,000 部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は１部当たり８円です。

本
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
。

議案番号 件　　　　　　　　名 結果
（知事提出）
［平成21年］
 議第219号 滋賀会館の設置および管理に関する条例を廃止する条例案 可決
［平成22年］
 議第1号 平成22年度滋賀県一般会計予算                         可決
議第2号～
　議第17号

平成22年度滋賀県市町振興資金貸付事業特別会計予算ほか15件 可決

議第18号～
  議第24号

滋賀県職員定数条例の一部を改正する条例案ほか６件 可決

議第25号 滋賀県市町合併推進審議会条例を廃止する条例案 可決
議第2６号～
　議第28号

滋賀県市町立学校の県費負担教職員の定数に関する条例の一部を改
正する条例案ほか2件

可決

議第29号～
  議第35号

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖流域下水道湖
南中部浄化センター水処理覆蓋5系１／2建設工事）ほか６件

可決

議第3６号 滋賀県国土利用計画（第四次）を定めることにつき議決を求めるこ
とについて

可決

議第37号～
  議第41号

滋賀県道路公社定款の変更につき議決を求めることについてほか4件 可決

議第42号 平成21年度滋賀県一般会計補正予算（第7号） 可決
議第43号～
  議第57号

平成21年度滋賀県市町振興資金貸付事業特別会計補正予算（第1号）
ほか14件

可決

議第58号 滋賀県地域活性化・公共投資基金条例案 可決
議第59号 滋賀県緊急雇用創出事業臨時特例基金条例の一部を改正する条例案 可決
議第６0号～
　議第６3号

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖流域下水道湖
南中部守山栗東雨水幹線宅屋工区菅渠工事）ほか3件

可決

議第６4号 平成22年度滋賀県一般会計補正予算（第1号） 可決
議第６5号 平成21年度滋賀県一般会計補正予算（第8号） 可決
議第６６号～
  議第６7号

平成21年度滋賀県流域下水道事業特別会計補正予算(第3号）ほか1件 可決

２ 月定例会で審議した主な議案
番　号 件　　　　　　　　名 結果

決 議 第 1 号 滋賀統合物流センター（ＳＩＬＣ）事業の支援に関する決議案 可決
意見書第1号 新成長戦略に関する早期の工程表の作成および今後政策を推進する

上での財政展望の明示を求める意見書案
可決

意見書第2号 国家公務員制度に準じた地方公務員制度の改革を求める意見書案 可決
意見書第3号 介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書案 可決
意見書第4号 幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書案 可決
意見書第5号 教育の政治的中立および正常化の徹底を求める意見書案 可決
意見書第６号 国民の政治への信頼回復のため、国会の自浄能力発揮と政治的、道

義的責任の追及を求める意見書案
可決

意見書第7号 生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求める意見書案 可決
意見書第8号 子供読書活動を推進するための予算確保を求める意見書案 可決
意見書第9号 若者の雇用創出と新規卒業者支援の充実を求める意見書案 可決
意見書第10号 義務教育費国庫負担制度の堅持等を求める意見書案 可決

●所属会派の異動
　次のとおり、議員の所属会派に異動があり、「自由民主党・真政会」は 4 月 1 日現在で
20人となりました。
【自由民主党・真政会】（ 4月1日付け）　
　　三浦　治雄、吉田　清一、家森　茂樹、山田　尚夫、生田　邦夫、奥村　芳正
　　（自由民主党・湖翔クラブから）
　　辻村　　克（無所属から）
【自由民主党・湖翔クラブ】（解散・4月1日付け）

●滋賀県議会ホームページについて
　滋賀県議会ホームページでは、定例会情報、議員紹介、会議録検索、請願・陳情の手続
きのほか、各常任委員会および各特別委員会の活動状況を掲載しています。
　また、インターネットによる議会中継を行っています。ライブ中継では、本会議の開始
から終了までの議場の様子をそのまま中継します。過去の録画映像も掲載しています。

　 滋賀県議会のホームページ　http://www.pref.shiga.jp/gikai/

２ 月定例会で審議した決議・意見書

議 会 の お 知 ら せ

滋賀県議会の役員改選等を行うための臨時会は、4月2６日(月)から開催予定です。

４ 月臨時会の日程
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